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や
や
旧
聞
に
属
す
る
が
、
昨
年
の
十
一
月
二
七

日
～
三
〇
日
に
か
け
て
、
日
韓
の
原
子
力
学
会

熱
流
動
部
会
の
共
催
に
よ
り
、
原
子
炉
熱
流
動

と
安
全
に
関
す
る
日
韓
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
メ
ル

パ
ル
ク
京
都
で
開
催
さ
れ
た
。
世
界
の
原
子
力

設
計
と
建
設
を
主
導
す
る
日
韓
二
国
が
安
全
を

強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
原
子
力
シ
ス
テ
ム
の
性

能
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
。
一
九
九
八
年
の
韓
国
プ
サ
ン

で
の
第
一
回
以
来
、
福
岡
、
キ
ョ
ン

ジ
ュ
、札
幌
、チ
ェ
ジ
ュ
、沖
縄
、チ
ュ

ン
チ
ョ
ン
、
別
府
、
プ
ヨ
と
二
年
毎

に
開
催
し
て
き
て
今
回
が
十
回
目
に

な
る
。
最
新
の
技
術
的
情
報
の
交
換

と
と
も
に
、
技
術
的
な
質
の
高
さ
と

参
加
者
数
の
両
面
で
成
功
を
収
め
て

き
た
。会
合
に
は
韓
国
か
ら
八
〇
名
、

我
が
国
か
ら
一
〇
五
名
、
計
一
八
五

名
の
参
加
が
あ
り
、招
待
講
演
二
件
、

基
調
講
演
四
件
、
七
セ
ッ
シ
ョ
ン
よ

り
構
成
さ
れ
た
。
地
元
京
大
か
ら
は

功
刀
教
授
が
実
行
委
員
長
、
齋
藤

教
授
が
開
催
地
委
員
長
を
務
め
た

の
を
始
め
、
京
大
、
阪
大
、
神
戸
大

の
関
連
教
職
員
や
学
生
達
も
総
出

で
対
応
し
た
。

　

今
回
初
め
て
日
韓
の
協
力
に
よ

り
、
若
手
へ
の
技
術
継
承
の
た
め
の

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
関
す
る
短

期
コ
ー
ス
が
会
合
初
日
の
午
後
に
開

催
さ
れ
た
。
筆
者
は
日
韓
各
二
名
の

講
師
の
一
人
と
し
て
、
五
十
名
の
日

韓
学
生
・
若
手
技
術
者
に
対
し
て

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
現
象
論
に
関

す
る
講
義
を
行
っ
た
。
関
係
者
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
全
体
に
内
容
的
に
充

実
し
た
会
合
と
な
り
、
短
期
コ
ー
ス

を
含
め
て
成
功
裏
に
開
催
で
き
た
の
は
嬉
し
か
っ

た
。
基
調
講
演
で
は
座
長
を
務
め
、
ま
た
、
運
営

委
員
長
と
し
て
晩
餐
会
で
乾
杯
の
音
頭
を
取
る

な
ど
晴
れ
が
ま
し
い
場
面
も
あ
っ
た
が
、
韓
国
で

教
授
を
務
め
る
な
ど
か
つ
て
の
原
子
力
機
構
炉
心

損
傷
安
全
研
究
室
の
仲
間
達
三
名
と
再
会
で
き

た
こ
と
が
個
人
的
な
特
記
事
項
で
あ
る
。
東
京
か

ら
駆
け
付
け
て
、
紅
葉
が
美
し
い
京

都
の
秋
を
会
合
の
合
間
に
少
々
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
の
も
幸
運
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の

対
比
で
は
、
両
市
の
城
に
つ
い
て
述
べ

て
み
た
い
。ウ
ィ
ー
ン
の
城
と
言
え
ば
、

王
宮
を
始
め
、
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
や
ベ

ル
ヴ
ェ
デ
ー
レ
な
ど
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家

皇
帝
の
居
所
や
宮
殿
が
有
名
で
あ
る

が
、
今
回
は
中
世
風
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

な
城
を
紹
介
し
た
い
。
ウ
ィ
ー
ン
か
ら

高
速
を
北
へ
三
〇
分
位
走
る
と
、
右

手
の
丘
の
上
に
立
派
な
要
塞
が
見
え

る
。
こ
れ
が
ト
ヨ
タ
車
の
Ｃ
Ｍ
に
使

わ
れ
た
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
城

で
あ
る
。
こ
の
城
は
百
数
十
年
前
に
、

あ
る
伯
爵
が
中
世
の
古
城
廃
虚
の
上

に
建
て
た
も
の
で
、
労
働
者
千
人
が

二
三
年
間
働
い
て
造
ら
れ
た
。
元
々
の

城
は
三
〇
年
戦
争
時
に
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
軍
隊
に
壊
さ
れ
、
廃
墟
と
し
て

二
五
〇
年
間
放
置
さ
れ
て
い
た
。
中

世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
の
様
々
な

オ
リ
ジ
ナ
ル
建
造
物
を
そ
の
ま
ま
移

し
て
お
り
、
台
所
や
武
器
庫
に
は
、

城
主
が
欧
州
各
地
か
ら
集
め
た
調
度

品
な
ど
が
整
然
と
置
か
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
京
都
の
二
条
通
堀
川
に
あ

る
二
条
城
は
、
徳
川
家
康
が
上
洛
時

の
宿
所
と
し
て
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三

年
）
に
造
営
さ
れ
た
。
二
の
丸
の
中
心
的
建
造

物
で
あ
る
二
の
丸
御
殿
か
ら
は
、
小
堀
遠
州
の

代
表
作
で
あ
る
桃
山
様
式
の
池
泉
回
遊
式
庭
園
、

二
の
丸
庭
園
が
望
め
る
。
池
に
は
最
も
大
き
い

蓬
莱
島
、
そ
の
北
に
亀
島
、
南
に
鶴
島
が
あ
る
。

本
丸
に
建
て
ら
れ
た
天
守
は
一
七
五
〇
年
の
落
雷

で
焼
失
し
、
そ
れ
以
降
再
建
は
さ
れ
ず
、
現
在

は
天
守
台
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
。
徳
川
家
康

の
将
軍
宣
下
に
伴
う
賀
儀
（
一
六
〇
三
年
）
と
、

徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
（
一
八
六
七
年
）
が
行
わ

れ
、江
戸
幕
府
の
始
ま
り
と
終
焉
の
地
で
も
あ
る
。

今
年
は
大
政
奉
還
百
五
〇
周
年
に
当
た
り
、
京

都
市
で
は
幕
末
維
新
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
京
の
冬
の
旅
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
画
都
市
と
の
交
流
・
連
携

な
ど
様
々
な
記
念
事
業
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン
赴
任
直
後

の
二
〇
〇
四
年
五
月
に
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

城
を
訪
問
し
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。
二
条

城
は
学
生
時
代
も
最
近
も
何
度
か
訪
れ
た
。
大
政

奉
還
が
行
わ
れ
た
大
広
間
が
印
象
的
で
あ
る
。
両

市
の
城
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
時

間
が
な
く
五
分
位
で
描
い
た
ク
ロ
イ
ツ
ェ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
城
の
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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ツーリスト・インフォ Tourist Info Vienna
１区 Albertinaplatz / Maysedergasse 角

毎日９時～ 19 時　 free WLAN 　無料 WiFi
日本語資料（無料）：月刊ウィーン・地図・観光&ホテル案内

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

月刊ウィーン 定期購読のご案内
～ウィーンから郵送で～ウィーン現地から微風をお送りします～

定期購読の手続きの順序  ⑴ 購読料を振り込み後に ⑵ メールか郵便で申し込み
⑴ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円を以下にお振込み下さい。

三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）
または、日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）

⑵ 上記の口座に購読料お振込み後、日本語で宛先（お名前＆住所）と送付開始号を
gekkan.fukuda@gmail.com  宛にメールで、またはハガキや手紙で

K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria  宛にお知らせ下さい。

弊社は「医療」「原子力」「産業」「放射線測定」などの各分野において
放射線を安全に有効利用するための機器やサービスをトータルに提供し

放射線の「利用」と「防護」の双方でお客様のニーズにきめ細かくお応えします。

http://www.c-technol.co.jp

日本語情報誌『月刊ハンガリージャーナル』「ウィーン便り」連載中
発行：日本ハンガリービジネスオフィス   www.hungarytoday.jp   jhbo@japhun.com

Tiergarten Schönbrunn 動物園

Dagmar Schratter ディレクター
Wolfgang Schüssel ／ Ruth Pauli ／ Reinhold Mitterlehner ／ Milan Ilic ／ Alexander Purger

  理事・元首相・元経済相　　 テキスト　　  所有者代理・副首相・経済相　　　イラスト　　　　　テキスト

今年で創立 265 年の世界最古の
動物園『シェーンブルン動物園』
はマリア・テレジアの夫フランツ
1 世シュテファンが 1752 年に開
園した。ナポレオンのシェーンブ
ルン入城、2 つの世界大戦など苦
難を乗り越えてきた。1992 年に
民営化され、今年 25 周年を迎え
る。民営化前の 1991 年に 72 万
7 千人だった入園者数が今や 3 倍
の 220 万人となり、盛況である。
記念の年を機に動物園の歴史を
描いたコミック本が発刊された。
ISBN:978-3-200-04913-0 €9.90
シェーンブルン動物園売店または
オンラインショップで購入できる。


